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山行報告書      京都田辺山友会     報告者園上 雅晴 

山 名 蘇武岳 山行名 関西１００名山  

ルート 名色―作業場出会―備前山―蘇武岳―作業場出会―名色 

山行日  平成２６年６月２５日         天 候 晴れ 

参加者 

リーダー：園上 雅晴         サブリーダー：赤松 隆二 

男性：山下、嘉手刈、西川、守口、佐々木（康）、三宅、金本、山口、一般参加；西

川（洋）            

女性：上田（秀）、加藤、江平、河野、徳田、玉井、倉光、上田（美）西上            

合計：２０名  

ルート概略図 
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コースタイム 

地名 時：分 地名 時：分 

京田辺駅前 
集  

蘇武岳頂上 
着 14;00 

発 6;20 発 14;10 

名色作業場

出会い 

着 9;52 
大杉山分岐 

着 14;40 

発 10;05 発  

一 回 目 休

憩 

着  
登山口 

着 15;11 

発 10;30 発 15;18 

備前山 
着 11;55 名色作業場出

会い 

着 16;25 

発 12;30 発 16;30 

登山口 
着 12;40 

新田辺駅前 
着 20;10 

発  発  

山行報告 

５月開催計画でしたが天候不順で今回の催行になりました、結果良しで天候に恵まれた山行

になりました、作業場出会いでマイクロバスから下車、先ず柔軟体操を赤松ＳＬのリードで実

施、歩き始めましたが、林道をてくてく、地道とアスファルトが交互にあるなだらかな坂道を

２時間近く歩く（参加者の不満続出）、食事時間が近づいたが登山道に至らず、分岐でどちらに

進むか迷い、斥候するがあと少しのところで登山道を見つけられず、引き換えし、見晴らしの

良いところで昼食、神鍋スキー場を望む景色の良いところでの昼食は良かったのでは、昼食後

登山口へそこからは比較的急な登山道、アップダウンを何回か繰り返しバテかけた所で漸く頂

上が見える草原に着き、最後の急坂は力を振り絞って一気に山頂へ、頂上は３６０度の展望、

近くの山から遠くは白山が望める絶景ポイント（白山は霞んでいて見えず）、頂上の風景を堪能

し下山開始、時間が遅くなっていたので早く降下する、登山口から作業場出会いまでは誰も休

憩を取らず一気に下山しました、林道歩きの時間が長く今回のルートは面白くないのが感想で

した、少しきついが阿瀬渓谷周りに方が良かったのでは。 

ヒヤリハット  ありませんでした 
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６月２５日（水）晴れ  蘇武岳登山を無事に終えて 

                               江平愛子  

 

以前、植村直己の「青春を山に賭けて」を読み、人柄に惹かれていましたが、蘇武岳は彼の故

郷の山と知り、きっと彼も何度も登ったのだろうと思うと感慨深い山行でした。 

林道から登山口まで２時間？程、道中は作業道路が大半で、しんどかったです。当日は梅雨の

中休みで、強い日差しと蒸し暑さの中、熱中症予防の為に頻回の水分補給が必要でした。特に、

赤松さんのスペシャルドリンクは助かりました！初夏の鮮やかな緑の中、山ぼうしの白い花が

見頃、ひっそりと咲く一輪の鉄砲ユリ、マタタビの木を初めて見て半夏生との違いを教えても

らったりと、自然を楽しませてもらいました。登山口から頂上まで１時間ちょっと、４～５ヶ

所の急な木の階段がきつかったですが、愛宕山の石段よりましでした。 

頂上からの眺望は 360 度とは言えないまでも、かなり見渡せました。ガスのせいで残念ながら

白山は見えませんでしたが、兵庫の緑深い山々を眺めることができて気分爽快でした。 

昨年１２月東海自然歩道ハイクで膝関節痛の為、途中リタイアした後は山行に参加できずにい

ました。サポータやテーピングを活用して、愛宕山ペース登山から再開し、２度目の登山がで

きてホットしています。今回初めてダブルストックを使用しましたが、膝、足関節への負担が

軽減され、以前より楽に感じました。とは言え、相変わらず体力不足を痛感、ＣＬ園上さん、

ＳＬ赤松さん、皆さんに気遣っていただき、無事に登る事ができました。感謝です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


